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 特集 頸部・項部の皮膚病今月号の特集は「原因が明らかになった皮膚病」
である．タイトルをみたが，苦心の末にようやく
原因が判明した症例集というよりは，最初から関
連がわかっている疾患が多いことに気づく．これ
は，本当の意味で原因が明らかになる症例が少な
いことの表れだろう．
皮膚病の成り立ちを考えるうえで，原因に思い

を巡らすことは多いが，明らかになるのはまれで
ある．皮膚は患者さん自身にもみえる場所なので，
原因が何かと聞かれることは日常茶飯事である．
しかも今のご時世，わからないとか答えるとすぐ
に見切りをつけられ，来なくなってしまったりす
る．そのためにこちらも，患者さんを納得させら
れる答をあらかじめ用意しておくという理論武装
をしなくてはいけなくなった．弁が立つ先生は立
て板に水のごとく説明され，学会のセミナーでも
そういう話術が重宝がられる．よくある質問想定
集みたいな本まで発行されているようである．
原因はそんなに簡単にわからない．それはみん
な同じ思いだろう．しかし，どうせ原因なんてわ
からないからと思って最初から考えることを放棄
してしまう皮膚科医と，わからないかもしれない
がそれでもなんとか原因に対するアプローチを試
みようとする皮膚科医とに分かれてしまう．ある
いは，今はわからないかもしれないが，いつかは
自分なりの答を出したい，出してみせるという心
構えも大切である．結果は同じかもしれないが，
そこに至る過程はまったく違う．そしてその思考
訓練の積み重ねこそが，平凡な皮膚科医かそうで
ないかを分けるのではないかと思う．
患者さんに納得してもらうための説明を，差し

当たっての短期的なものとするならば，それとは
別に，自分自身を納得させるための，長期的な視
野を持つことも必要だと思う．そして，その両者
が一致するためには膨大な臨床経験が要求される．
 （T.Y.）
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